
≪活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り≫

１．活動テーマ

≪テーマ≫

≪テーマの設定理由≫

２．活動スケジュール

３．探求活動の実践 ４．振り返り

≪活動の内容≫（活動のために準備した素材や道具、環境の設定） ≪振り返りにより得た保育者の気づき≫

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

園近隣に散歩に出掛け、ドングリなどの木の実や植物を保育者と一緒に触れ
て感触を楽しんだ。
・散歩リュック
・散歩車

散歩先の川沿いにはネコジャラシがたくさん生え
ていた。保育者が一本とって「フワフワだよ」と
触って見せると、始めは少し体をそらす仕草を見
せていた。

「こちょこちょ」と保育者が体をネコジャラシで
こするとニコッと笑っていた。

自分から手を伸ばしてつかみ、「とれたよ」とい
う表情で保育者に見せていた。

始めは少し怖がっていた子も保育者が手本を見せることで、自分も触れてみたいと感じ
たようだ。身近なところから自然との関りを広げていきたい。

クラス（年齢）

年間テーマ

近隣の自然に触れてみよう

園近隣に散歩に出掛け、植物に触れて感触を楽しんでほしいと考えた。

純組の主活動として

光明第七こども園

2024.12.25

純組（0歳児）

自然

園名

活動日時


